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結果の概要 
本調査により 40カ国の政府参加者たちの毛髪に水銀が含まれていることが判明し、メチル水銀
汚染は世界的なものであるいうことが示唆された。開発途上国及び移行経済国からの参加者の水

銀レベルの平均は、先進国からの参加者の約 2 倍であった。さらに、開発途上国及び移行経済国
の参加者の毛髪中水銀レベルの平均は、である 1000 ug/kgを超えている。水銀が環境放出される
原因は、水銀含有製品・機器、製品製造現場、産業プロセス、採鉱活動、金属精錬、石炭燃焼、

セメントキルン、廃棄物投棄・焼却、汚染場所、火葬場など、さまざまである。水銀含有製品は

幅広く製造され世界的に取引されているけれども、温度計、血圧測定装置、気圧計、電池、電気

スイッチや数多くの電子機器のように、代用品・代替品が入手可能なものがほとんどである。現

在交渉中の水銀条約は、魚を蛋白源として食べている膨大な数の人々にとって必要不可欠な条約

だ。魚の皮をはがせば水銀を取り除くことができると信じている者もいるが、これは誤りである。

なぜなら、水銀は魚の蛋白質組織にくまなく行き渡っているからだ。水銀を含む魚は、毒入りの

食物源である。本調査によって浮き彫りになったことは、水銀のあらゆる人為的発生源を廃絶す

る世界水銀条約を一刻も早く実施しなければならないということである。 
 
はじめに 

2009 年、国連環境計画管理理事会(UNEP GC)は、ヒトの健康や環境へのリスクを低減するた
めに、水銀に関する法的拘束力のある国際文書を作成することを決定した(UNEP GC25/5)。水銀
条約については、今後 5 回にわたり会合を開いて協議し、2010 年 6 月に 100 カ国以上の代表が
参加する第 1回政府間交渉委員会(INC1)をスウェーデンで開催することで合意した。 

 
UNEP GCによれば、水銀はその長距離移動性、残留性、生物濃縮性、有毒性(水銀の有毒性に
ついての詳細は付録 3を参照のこと)から、世界中で懸念の種になっているという。水銀は、環境
中でメチル水銀という形態に変換され、生物濃縮される。ヒトの体内では毛髪に取り込まれるた

め、食事に由来すると考えられるメチル水銀の体内負荷量を正確に測定するために、毛髪を用い

ることが広く認められている。INC1 は世界中から参加者が集まる国際的な会議であるため、ヒ
トの水銀汚染が世界的なものであるということに対する意識を高め、またこれを実証するために、

全ての国連地域の政府参加者たちの毛髪の水銀濃度を調査することになった。 
 
調査計画 
全部で 58のサンプルが分析された。サンプルの提供者は 45人の政府代表、8人の NGO代表、
先住民たち、さらにスウェーデン議会のスウェーデン人議員である Andreas Carlgren(環境大臣、
中央党)、Göran Hägglund(社会大臣、キリスト教民主党党首)、Mona Sahlin(社会民主党党首)、
Maria Wetterstrand(緑の党党首)、オリンピックのスウェーデン人ゴールドメダリストである
Anja Pärsonも加わって、環境問題や世界的連帯に対する取り組みを示した。調査対象になった
のは、以下の 40カ国の参加者たちである。アルゼンチン、アルメニア、オーストラリア、バーレ
ーン、ブラジル、カンボジア、カナダ、クック諸島、チェコ共和国、フィンランド、ドイツ、ハ

イチ、インドネシア、日本、ヨルダン、ケニア、キリバス、マダガスカル、マレーシア、マリ、

モーリシャス、メキシコ、オランダ、ナイジェリア、ノルウェー、パレスチナ、フィリピン、ポ
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ーランド、ロシア、セントルシア、セントビンセント及びグレナディーン諸島、スウェーデン、

スイス、シリア、タンザニア、タイ、イギリス、ウルグアイ、アメリカ、イエメン(調査の地理的
範囲については図 1の地図を参照のこと、調査対象者の国連地域別の構成については図 2の円グ
ラフを参照のこと)。調査対象者は、水銀の体内負荷量に関連すると思われる質問に答えた(付録 4
参照)。毛髪のサンプルは密封されたポリエチレンの袋に入れられてストックホルム大学応用環境
学部(ITM)に送られ、「熱分解、アマルガム化及び原子吸光分光法によって固体・液体水銀が測定」
された(Swedish EPA Method Nr7473)。先進国の参加者の平均値と、開発途上国及び移行経済国
の参加者の平均値を比較する調査も行われた。調査対象者の個人情報については、スウェーデン

議会議員とスウェ－デン人ゴールドメダリストを除き極秘扱いされた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 調査参加者の出身国表示地図（赤） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 国連地域分類による調査参加者比較 
Africa：アフリカ、AP：アジア太平洋、CEE：中東欧、 
GRULAC：ラテンアメリカ及びカリブ海諸国グループ、 
WEOG, Western：ヨーロッパ及びその他のグループ 
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米国学術研究会議の参照用量

結果及び考察 
本調査では、対象者全員から水銀が検出されたが、毛髪中の水銀レベルは 93 ug/kg から 2956 

ug/kgまでの幅があった(図 3)。20,000 ug/kgを超える毛髪サンプルもあったが、これは世界保健
機関(WHO)が 1990年に設定したベンチマーク用量信頼下限値 10,000 ug/kgを優に超えている。
このデータ点は、本調査のいかなる図表にも統計分析にも使用されていない。 

 
参加者によって水銀の体内負荷量が違うのではないかという仮説を検証するために、データは 

図3 毛髪中の水銀 (ug/kg) 
参加者情報は機密なので傾向を示すために数値だけが示されている。 

 
先進国からの参加者と途上国及び移行経済国からの参加者に分けられた(表 1)。データを統計分
析したところ、興味深いことに、開発途上国と移行経済国の参加者の毛髪中水銀レベルの平均は

先進国の参加者の約 2倍であるということが分かった(p < 0.005)。さらに、前者は米国学術研究
会議の参照用量である 1000 ug/kgをわずかに超えていた。 
 
表１先進国と開発途上国・移行経済国からの参加者の毛髪水銀レベルの比較 

国 サンプル数 国数 平均水銀レベル 
(ug/kg) 

標準偏差 

先進国 20 11 669 338 
開発途上国・移行経済国 33 29 1182 847 
 

毛髪中水銀濃度 
(μg/kg) 
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全体的に見ると、22 のサンプル(38%)が神経障害を引き起こす可能性のあるこの参照用量を超
えていた。このうち 17のサンプル(81%)は開発途上国もしくは移行経済国の参加者のものであり、
7 つ(32%)は女性のサンプルであった。水銀は母親から胎児に伝わるため、出産年齢(40 歳以下)
の女性の暴露は特に問題となる。イラクにおける研究では、母親の毛髪水銀濃度が 10,000-20,000 
ug/kgになると、胎児の脳の発達に悪影響を及ぼす可能性が 5%に上がることが示唆された。これ
は容認できないほど高いリスクになる。安全係数が 10であり、米国学術研究会議の参照用量に対
応している場合には、胎児の脳の発達への悪影響を現在の科学的知識によって回避することが可

能である。しかしながら、感覚異常(手足がしびれてピリピリする感覚)などといった大人の軽度神
経障害を防ぐことはできない。 
 
低レベルの水銀への慢性暴露による影響は、高レベルの水銀の急性的な影響ほど十分に理解さ

れていない。しかし、明らかな中毒の兆候を何ら引き起こさないほど低レベルのメチル水銀に多

くの人々が曝されているため、低レベルの水銀への慢性暴露は優先度の高い研究分野となってい

る。この研究に関しては、個人のリスクと集団のリスクを区別することが重要である。わずかな

神経学的影響などは、個人の場合にはあまりにも小さすぎて臨床的意義を持たないが、集団全体

を考慮した場合には非常に重要なものになるかもしれない。水銀による影響はわずかであっても、

リスクを持つ集団の規模は非常に大きいかもしれないからだ。実際に最近のデータでは、米国学

術研究会議の参照用量(1000 ug/kg)を大幅に下回る用量であっても、メチル水銀への暴露によっ
て神経障害が引き起こされる可能性があることが示唆されている。今までのところ、免疫学的毒

性及び心血管系毒性の公式なメチル水銀参照用量は存在しないが、これらは米国学術研究会議の

神経障害の参照用量をさらに下回っていると思われる。(参考文献 11などを参照のこと) 
 
その他の数多くの調査においても、魚の消費量と毛髪の水銀濃度との関連性が立証されている

(参考文献 13 及び 14 などを参照のこと)。スウェーデンでは、魚を食べない人の毛髪中の水銀は
100µg/kg 以下であった(パーソナル・コミュニケーション, Gerd Sällsten, イェーテボリ大学, 
2010)。本調査では、1人を除き全ての参加者が質問票において魚を食べると回答しており、全サ
ンプルの含有水銀量がスウェーデンのバックグラウンド濃度を超えていた。サンプル数は少ない

けれども、一般の人々にとって魚は水銀の発生源になるということがここで改めて確認された。

しかしながら、本調査では 1 週間に魚を食べる回数についての明確なパターンを観察することは
できなかった。食物網における魚類の位置も、魚の含有メチル水銀量に影響を与えているかもし

れない。捕食魚は通常、最も高レベルの水銀を含有している。消費された魚の種類やその栄養段

階(食物網における位置)は本調査において考慮されなかったため、魚を食べる頻度が参加者の水銀
濃度にどのような影響を与えるかについては結論づけることができなかった。 
 
本調査では興味深いことに、開発途上国と移行経済国の参加者の毛髪中水銀レベルの平均は先

進国の参加者の約 2倍であるということが観察された(表 1参照)。 
 
本調査の目的は、開発途上国及び移行経済国の参加者の水銀レベルが増加した原因を特定する

ことではない。しかし一般的に言えることは、歴史的な利用法、産業慣行、国民意識の欠如、役
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に立たない法律によって、開発途上国の環境中の水銀が増加する可能性はある。さらに、多くの

アジア・太平洋・アフリカ諸国、特に島国では、蛋白源を魚に頼っているのである(参考文献 16
などを参照のこと)。 
 
水銀へのヒト暴露が世界的にどの程度なのか、いまだ十分に分かっていない。最近の EU 評価
書が示唆するところによれば、中欧及び北欧の全人口の 1-5%もの人たち(300 万-1500 万人)、そ
して地中海沿岸地域のほとんどの人たちの水銀レベルは、米国学術研究会議の参照用量(1000 
ug/kg)とほぼ同じである。さらに憂慮すべきことは、地中海、北極地方、アマゾン川流域の漁業
コミュニティでは、メンバーの水銀濃度がこの参照用量の 10倍以上にものぼることがあるという
事実である。この用量レベルになると、胎児の脳の発達に悪影響を及ぼすことも十分予想される。 
 
水銀が環境放出される原因は、水銀含有製品・機器、製品製造現場、産業プロセス、採鉱活動、

金属精錬、石炭燃焼、セメントキルン、廃棄物投棄・焼却、汚染場所、火葬場など、さまざまで

ある。水銀含有製品は幅広く製造され世界的に取引されているけれども、温度計、血圧測定装置、

気圧計、電池、電気スイッチや数多くの電子機器のように、代用品・代替品が入手可能なものが

ほとんどである。 
 
本調査の結論として示唆されることは、世界中の人々がメチル水銀に汚染されているというこ

とである。水銀は調査された全ての国連地域の全ての政府参加者から検出された。水銀の主要な

発生源から遠く離れた国の政府参加者からも検出されたのだ。この調査結果によって明らかにな

ったことは、魚などの食物源がこれ以上汚染されるのを防ぐために、水銀のあらゆる人為的発生

源を廃絶することが重要だということである。現在交渉中の水銀条約は、魚を蛋白源として食べ

ている膨大な数の人々にとって必要不可欠な価値あるものになり得る。魚の皮をはがせば水銀を

取り除くことができると信じている者もいるが、これは誤りである。なぜなら、水銀は魚の蛋白

質組織にくまなく行き渡っているからだ。水銀を含む魚は、毒入りの食物源である。調査結果が

示唆していることは、水銀条約によって水銀のあらゆる人為的発生源を世界的に廃絶し、その有

効性を評価するために、例えば環境や魚・ヒトにおける水銀を世界的に監視するメカニズムを確

立しなければならないということだ。このような世界水銀条約を一刻も早く実施しなければなら

ないということが本調査によって浮き彫りになったのである。 
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SSNC 及び IPEN は、この調査に協力し、ヒトの水銀の体内負荷量に対する国民意識を高める
手助けをしてくださった全ての参加者に感謝申し上げます。ストックホルム大学応用環境学部

(ITM)にも感謝申し上げるとともに、休暇中に毛髪水銀分析をしてくださった Ann-Marie 
Johansson氏と Pia Kärrhage氏に深くお礼申し上げます。おかげで、われわれは調査結果を時
宜にかなって提供することができました。 



 7

付録 1：毛髪中の水銀レベル及び調査対象者からのコメント 
 
Andreas Carlgren,スウェーデン環境大臣,773µg/kg: 
この調査によって、水銀問題に取り組む必要があるということが実証されました。水銀は私た

ち全員の体の中にありますが、私たちの体の一部になってはいけないものなのです！水銀のあら

ゆる発生源を廃絶するために、私そしてスウェーデン政府は水銀に関する法的拘束力のある効果

的な国際文書を速やかに実施することを求めています―現在行われている交渉は、次の世代に大

きな違いをもたらすチャンスなのです。 
 
Mona Sahlin,スウェーデン社会民主党党首,452µg/kg: 
これは憂慮すべき数値です。工業製品に含まれている水銀などの重金属の量を制限しなければ

なりません。特に重要なのは、廃棄物として自然の中に捨てられることが多いことが分かってい

る製品には重金属を使用してはならないということです。そのためには、重金属の使用を徐々に

廃止すべく、ヨーロッパの法律をより一層厳しくしなければなりません。まずは水銀から始める

べきです。私たち社会民主党はまた、有害廃棄物をヨーロッパ諸国から世界中の貧しい国々に輸

出することを一切やめるよう求めています。私たちは、自分たちの引き起こした環境問題に対し

て責任を取らなければならないのです。 
 
Anja Pärson(オリンピックのゴールドメダリスト),748µg/kg: 
私のサンプルを見て、北ヨーロッパ諸国をはじめ世界中の国の人々が水銀問題に関心を持って

くれることを願います。私たちは責任を取ることから始めなければなりません。最善を尽くすこ

とが、家族そして次の世代に対する義務だと思うのです！ 
 
Maria Wetterstrand(緑の党党首),692 µg/kg: 
ノーコメント 
 
Göran Hägglund(社会大臣、キリスト教民主党党首),1189µg/kg: 
ノーコメント 
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付録 2：世界水銀条約についての IPENと SSNCの見解の略述 
 
水銀は世界中で懸念の種 

• あらゆる地域の魚が水銀で汚染されており、ヒトの健康や環境を脅かすレベルに達してい

る。米などの農作物もまた、水銀の重要な暴露経路になっている可能性がある。 
• 水銀で汚染された魚などの食物は、母親や子どもにとって特に有害である。 
• 環境中の水銀の 3分の 2は、人間の活動に由来している。 
• 環境中の水銀は長距離を移動し、世界中のはるかかなたまで広がる。 
• 水銀が環境放出される原因は、水銀含有製品・機器、製品製造現場、ある種の産業プロセ

ス、採鉱活動、金属精錬・リサイクル、石炭燃焼、セメントキルン、廃棄物投棄・焼却、

汚染場所、火葬場など、さまざまである。 
• 水銀とその化合物のほとんどは、極めて有毒である。最も有毒な形態は、メチル水銀など

の有機化合物である。しかし無機化合物も、塵を摂取または吸入することによって非常に

有毒となる。水銀は慢性中毒と急性中毒の両方を引き起こす可能性がある。 
 
目的・範囲・実施 

• 世界水銀条約の目的は、水銀の人為的発生源を廃絶することによってヒトの健康、野生の

動植物、生態系を守ることでなければならない。 
• 本条約は、水銀の全ライフサイクルに目を向けた広範囲にわたるものでなければならない。 
• 本条約において認識されるべき人々は、特に脆弱な人々、例えば子ども、妊娠可能年齢の

女性、先住民、北極地方・島国・沿岸国に住む人、漁民、小規模金採鉱者、貧困者、労働

者などである。 
• 本条約を将来的に拡大することができるような規定を盛り込むことによって、水銀と同じ

く世界中で懸念されているその他の汚染物質も管理できるようにすべきである。このとき、

本条約の強固な土台を揺るがすようなことがあってはならない。 
• 本条約の求めに従い、各締約国は国家・地域実施計画を策定し、実行に移さなければなら

ない。この実施計画には、水銀の供給、発生、生活環境への放出、廃棄、汚染場所に関す

る目録が含まれている。 
• 市民社会は、本条約の策定及び実施に積極的な役割を果たさなければならない。例えば、

市民社会が国家・地域実施計画の作成及び実行に携わる機会を得る必要がある。 
• 本条約の有効性を評価するために、例えば環境や魚・ヒトにおける水銀を世界的に監視す

るメカニズムを確立しなければならない。 
 
供給 

• 水銀の一次採鉱を禁止すること、備蓄水銀及び塩素アルカリプラントから回収される全て

の水銀の永久かつ安全な保管とその監視を義務づけること、既存の発生源から生成される

水銀の取引を制限すること。 
• 場合によっては、特定の労働者やコミュニティグループに対して一時的な援助などの支援

が必要になるかもしれない。支援対象は、水銀を環境放出する生業に現在就いている者た
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ちである。 
 
需要 

• 水銀の廃絶を念頭に置いた規制措置をとること。ただし、水銀を含有または使用している

全製品・プロセスを徐々に廃止していくために、期間限定の限られた例外措置をとること

が可能である。 
• 水銀を含有または使用している製品・プロセスに代わる、持続可能で無毒なものについて

の研究開発を推進すること。特に開発途上国と移行経済国の要望に目を向けることが重要

である。 
 
取引 

• 水銀及び水銀含有製品の国際取引に対する効果的な規制を導入すること。 
• 本条約において水銀規制と国際商取引法は相互支援的であると認識されているかもしれ

ないが、本条約の規定が国際商取引法に従属するということを示唆する文言があってはな

らない。 
 
大気への排出 

• 水銀を環境放出する石炭燃焼発電所やセメントキルンなどの燃焼プロセスに関する利用

可能な最良の技術（BAT）及び環境のための最良の慣行（BEP）を確立し、合意されたス
ケジュールに基づいてこれらを段階的に適用すること。その目的は、良い代替品が社会的

に見て適切で利用可能かつ手ごろな価格である場合、水銀のあらゆる発生源を段階的に除

去することである。 
 
廃棄場所及び汚染場所 

• 水銀汚染場所を特定、管理、改善するためのメカニズムを確立すべきである。これには、

影響を受けた労働者やコミュニティへの適切な補償が含まれる可能性がある。 
• 水銀関連の段階的廃止及び浄化の責任については、汚染者負担の原則に整合的でなければ

ならない。責任ある当事者がコストを分担し、民間部門には特別な注意を払うものとする。 
 
意識の向上 

• 特に女性、子ども、労働者、小規模金採鉱者、貧困者、社会から取り残された者、教育を

受けられない者に対して、本条約によって情報公開を行い、彼らの意識を向上させ、さら

に教育を与えるべきである。また、先住民、北極地方・島国・沿岸国に住む人、漁民など、

栄養源として水銀に汚染された魚などの食物を食べている者に対しても同様にすべきで

ある。 
• 水銀の危険性、水銀の発生源、水銀含有製品の代替品に関する政府及び民間部門のデータ

を一般の人々が時宜を得て入手できるようにすべきである。 
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キャパシティ・ビルディング及び技術・資金援助 
• 適切に資金調達された、予測可能な資金メカニズムを確立すること。開発途上国と移行経

済国が自らの貧困削減目標を弱めることなく本条約の義務を果たすことができるよう、新

たに追加支援をする必要がある。 
• キャパシティ・ビルディングと技術移転のためのメカニズムを確立すること。 

 
コンプライアンス 

• 透明性を高め、条約義務の順守を確保するために、効果的な監視・報告・再検討メカニズ

ムを確立すること。 
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付録 3：水銀毒性 
 
水銀は他の金属と同様、いったん環境中に放出されると分解することができない。深海底堆積

物は、生物圏(生態系の生物学的部分)にある水銀を長期間にわたって吸い込み、除去する唯一のも
のとして知られており、沈み込み帯において海底が消滅することによって、最終的に地殻に再吸

収される可能性のある唯一のものでもある。水銀は 4 つの形態に変化する独特な金属である。具
体的には、室温では液体金属またはガス(元素形態)、その他の場合はイオンまたは有機化合物に変
化する。水銀の有機化合物は、酸素の少ない水域環境において微生物作用により生成される。水

銀がガス化すると、大気中に広範囲に拡散する可能性がある。汚染空気の吸入や職業上の暴露よ

って、元素水銀に暴露する可能性もある。例えば、前者は水銀鉱山や有害廃棄物処理場、廃棄物

埋立地のそばで汚染空気を吸入すること、後者は水銀を含むアマルガムを歯の詰め物に使用して

いる歯科医院で働いていて暴露することなどである。水銀は金属及び有機化合物の状態だと脂溶

性になるため、生態系の食物網に蓄積する。魚は、一般の人々が有機水銀に暴露する主な原因と

なっている。 
 
水銀はどのような生物学的機能を持っているか解明されていないが、非常に有毒であり、特に

有機化合物のメチル水銀は極めて毒性が高い。メチル水銀は発がん物質に分類されており、その

標的器官は神経系であるため、認知能力や記憶の喪失、神経筋の協調運動障害といった合併症が

発生する。胎児や子どもは脳や神経系が発達途中にあるため、特に水銀の影響を受けやすい。水

銀は胎盤を通過することが可能であり、母乳にも移行する。そのため、多くの国では妊娠中及び

授乳中の女性は特定の魚種を食べないよう推奨されている。その他、水銀暴露に関連すると思わ

れる合併症の中には、あまり知られていないが広く発生しているものもある。しかし多くの場合、

既存の疫学データが不十分であるため、因果関係を確実に証明することはできない。心血管障害

や腎臓機能障害、ある種のがんなど、こうした合併症は多岐にわたる。 
 
水銀は広範囲にわたって工業的に利用されている。特に医療機器や電子機器に利用されること

が多い。先進工業国では、石炭燃焼、廃棄物焼却、金属の採鉱・精錬・製造、塩素アルカリ製造

が現在の主要な水銀排出源である。水銀はまた、多くの国で小規模金採鉱に使われており、金採

鉱活動は地方または地域においてさまざまな問題を引き起こしている。そのため、アマゾン川流

域の他、アフリカ・東南アジア諸国でも深刻な水銀汚染問題が生じている。 
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付属書４ 質問票 
 
毛髪水銀サンプリングのための質問票 
 
このテストの結果は、水銀に関する法的拘束力のある文書の制定に取り組む人々の体内水銀汚

染について知ってもらうために、ヒトの水銀曝露と汚染に関する報道発表資料用ファクトシート

のデータとして編集され利用されるであろう。秘密保護の権利は、自主的に放棄した人々以外の

全ての参加者に認められる。 

個人情報と匿名サンプル：結果を収集するのに利用し、参加者命を見えないようにするために、

各参加者は参加者 IDコードを与えられる。 

 
1. 日付  
2. 名前又は IDコード  
3. 国  
4. 性別 女性（） 男性（） 
5. 年齢  
6. あなたは、あなたの水銀体内汚染知るために e-メ
ールでの連絡を望みますか？ 
匿名で毛髪サンプルを提供したいと望む参加者は、
IDコードとパスワードがあれば、結果を e-メールで
得ることができる。 
 (ulrika.dahl@naturskyddsforeningen.se) 
 

はい（） いいえ（） 
メールアドレス 

7. 魚を食べますか？ はい（） いいえ（） 
8.もし食べるなら、好きな魚又はよく食べる上位 2
種の魚は何ですか？ 

 

9. 魚を週に何回くらい食事で食べますか？ 食べない（） 1回以下（） 2回（） 
4回（） 6回（） 8回以上（） 

10. 水銀を懸念して魚の摂取を制限又は回避してい
ますか？ 

はい（） いいえ（） 

11. この毛髪検査に参加した後に、水銀曝露を減らす
ための措置をとろうと思いますか？ 

はい（） いいえ（） 
すでにとっている（） 

注：水銀には有機水銀と無機水銀があります。毛髪中の水銀は体内の有機水銀を示します。しか

し、あなたは歯科アマルガム（“銀歯”）、肌用クリームなど、あるいは職業上、無機水銀に曝露し

ているかもしれません。 
12. あなたはこのような異なる水銀曝露経路につい
てご存知ですか？ 

はい（） いいえ（） 
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